
計画の体系(施策体系図) ～恵まれた自然環境の下、人の温もりを感じながら安全・安心な生活をめざして～

 ◎新規事業　　◎充実事業　○継続事業　・支援

【基本方針】 【重点事項】 【実施計画】

①　福祉の情報提供

・相談事業実施機関との連携支援
・地域包括支援センター（行政）　・こどもの城　・ありんこ広場　・四ツ葉園　・むつみの里　・上市町役場町民課　・かみいち
総合病院

○一般相談　民生委員・有識者による悩み・心配ごと相談　○法律相談　○生活福祉資金貸付相談　○介護相談　○ボラ
ンティア活動相談　○結婚相談

○地区社協組織の活動支援　◎福祉課題の地区別把握と解決への取組み

◎高齢者、障がい者等の個別支援活動の推進　◎ケアネットリーダー研修会の開催　○災害時要援護者の把握

◎福祉ふれあいフェスティバルの開催（再掲）　◎小中高生ボランティアスクールの開催（再掲）　○福祉講演会の開催

◎サロン活動の実施方法、実施回数の見直し　◎障がい者施設とふれあいいきいきサロン交流活動の促進　・世代間交
流事業の実施 　・介護予防事業の実施　　◎新・子育てサロンの開設　・ふれあいラジオ体操の推進

◎ボランティアセンター運営委員会の充実　○ボランティア活動相談　◎ボランティアセンターへの登録の促進　◎ボラン
ティア受け入れ担当者連絡会の開催　ボランティア連絡協議会活動との連携　○ボランティアサポーターの設置　　○ボラ
ンティア養成事業の推進　新・視覚障がい者の外出支援ボランティアの育成　◎福祉ふれあいフェスティバルの開催　◎小
中高生ボランティアスクールの開催　○災害救援ボランティアセンター立上げ訓練

○福祉教育推進委員会の開催　○ボランティア活動オリジナル事業推進校の指定　○ティーンボランティアサポーターの
設置　○小中高生ボランティアスクールの開催（再掲）　○福祉に関する感想文の募集

【基本目標】

（１） 住民参加による地域福祉活動
      の充実

①　地区社会福祉協議会組織の基
     盤強化

②　地域でのふれあい活動の推進◇住民参加を基本として、支えあい、助け合う
　 ための地域福祉活動を推進します

③　生活支援ネットワークづくり

○社会福祉大会の開催　◎社協広報誌の発行　◎ホームページでの情報提供

③　高齢者、障がい者の外出・買い
     物支援

◎ファミリーサポートセンターのニーズ把握と開設準備（学童含む）　○とやま緊急サポートネットワーク事業との連携
（民間保育所３ヶ所登録）　◎放課後児童対策事業（こどもの城、地区公民館、学校）との連携・支援

○障がい者が安心して暮らせるためのインフラ整備への働きかけ（行政、民間事業者等）と環境保全活動　○高齢者、障
がい者宅の除排雪支援　○災害救援ボランティアネットワークの構築　◎安全パトロール隊による登下校の見守り活動と
の連携　 ◎子ども110番見守り活動との連携

○居宅介護支援事業の実施　○訪問介護事業の実施　○生活支援事業の実施　新・行動援護事業の実施検討　○生き
がいデイサービス(おたっしゃ家・ミニデイサービス）事業の実施　○配食サービス事業の実施　◎日常生活自立支援事業
の実施(町社協主体で)　○理髪、カットサービス実施のコーディネート　　○障がい者福祉関係者連絡会の開催　○障がい
者生きがいづくり事業の実施

④　地域で安心して暮らせる環境の
     整備

②　子育て支援

○外出支援に関する取り組み　○ケアネット活動による買い物代行支援　○移動販売（モデル事業の取組み）の支援

○理事会、評議員会の開催　○福祉関係者研修会の開催（再掲）　◎職員研修会への参加及び資格取得の促進
◎職員全体の協働による地域福祉活動への参画促進

○福祉サービス苦情相談解決窓口の設置　○第三者委員会の開催

④　社会福祉協議会活動基盤強化

○福祉専門職及び専門機関による連携強化②　専門機関の連携強化
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（４） 利用しやすい相談体制づくり
◇総合相談などを行い、地域住民の心配ごと
　 や困りごとを解決できるように支援します

①　高齢者、障がい者に対する支援

②　相談機関の連携強化

②　地域における福祉教育の推進
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（３） 福祉教育の推進
◇共に生きることの大切さや福祉のまちづくり
   について学び、福祉意識の啓発を行います
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①　児童生徒に対する福祉教育の
     推進

①　相談体制の拡充　

①　ボランティアセンターの組織体
     制強化

（２） ボランティアの養成・支援
◇ボランティアの自主性、自発性を尊重し、地
   域に根ざした福祉の担い手としてボランティ
   アを支援することで、「住民みんながボラン
   ティア」を目指します

（６） 地域福祉を推進するための
      ネット ワークの強化
◇福祉活動を推進するため個別支援ネット
   ワーク体制づくりを行い、ホームページな
   どでふくし情報の提供に努めます

（５） 住み慣れた地域で誰もが安心
      して生活するための福祉サー
      ビスの提供
◇地域で自立した生活を送れるよう福祉
　 サービスを提供します

③　苦情解決体制の整備

②　ボランティアニーズに応じた活動
支援


